
115A – アメリカとイランの戦争終結合意が

ベルサイユで署名される

アメリカとイランは、両国の戦争を終結させるための合意に署名しました。正式な

署名は 6 月 17 日にベルサイユで行われ、アメリカのドナルド・トランプ大統領とフラン

スのエマニュエル・マクロン大統領が立ち会いました。この合意は両国関係における重要

な一歩であり、地域の平和回復を目指しています。

この協定は 14 項目から成り立っています。主な目的の一つは、石油や天然ガスの

輸送にとって重要な海上交通路であるホルムズ海峡の再開です。戦争開始以来、船舶の航

行は大きく妨げられていました。署名の翌日には、フランスの液化天然ガス輸送船が海峡

を通過し、戦争開始後初めての航行となりました。

しかし、まだ多くの問題が残っています。海峡周辺には地雷が残っている可能性が

あり、安全な航行を確保するために各国は引き続き交渉を行う必要があります。

核問題も依然として重要な課題です。イランは核兵器を開発しないことを約束しま

したが、濃縮ウランの保有量をどのように処理するかについては、まだ明確に決まってい

ません。

この合意を実現するために、トランプ大統領はいくつかの譲歩を行いました。アメ

リカは一部の経済制裁を解除し、イラン復興のための資金援助を認めました。また、イラ

ンの弾道ミサイル保有の禁止や政権交代といった従来の目標も取り下げました。

この合意は大きな前進ですが、恒久的な平和を実現するためには、まだ多くの課題

が残されています。



115B – カマルグのポン・ド・ゴー鳥類公園：

フラミンゴたちの楽園

カマルグ地方の中心部にあるポン・ド・ゴー鳥類公園は、この地域を代表する自然

保護区の一つです。毎年、何千羽ものフラミンゴがここで暮らしています。この公園は、

ローヌ川の淡水と地中海の海水が出会う場所にあり、生物多様性にとって理想的な環境を

作り出しています。

この広大な自然空間では約 400種の鳥類が観察できます。その中でも最も有名なの

がフラミンゴです。毎年数万羽のフラミンゴがここで餌を食べ、繁殖し、ひなを育ててい

ます。豊富な食料、適切な水位、そして温暖な気候が彼らにとって理想的な環境となって

います。

この公園には年間約 20万人の観光客が訪れます。多くの人々は、野鳥を間近で観

察できることを楽しみにしています。フラミンゴは人をあまり恐れないため、観光客は非

常に近い距離からその姿を見ることができます。

フラミンゴのピンク色は食べ物によるものです。彼らは足で泥をかき混ぜ、小さな

甲殻類を見つけて食べます。その甲殻類に含まれるカロテンという色素が体内で変化し、

羽をピンク色に染めます。

しかし、フラミンゴの生存は湿地帯の繊細なバランスに依存しています。公園の管

理者たちは、淡水と海水のバランスを保つため、毎日水位を確認しています。

ところが、気候変動がこの環境を脅かしています。干ばつが増え、淡水は少なくな

っています。また、海面上昇によって湿地の塩分濃度も高まっています。この変化は鳥だ

けでなく、カマルグ牛を飼育する農家にも影響を与えており、家畜の餌となる草が減少し

ています。



Questionnaire

1. アメリカとイランの合意はどこで署名されましたか。 

2. この合意の主な目的の一つは何ですか。 

3. なぜホルムズ海峡は重要なのですか。 

4. アメリカはどのような譲歩を行いましたか。 

5. なぜまだすべての問題が解決したとは言えないのですか。 

1. なぜカマルグはフラミンゴにとって適した場所なのですか。 

2. この公園では何種類の鳥を観察することができますか。 

3. フラミンゴのピンク色はどこから来るのですか。 

4. なぜ公園の管理者たちは水位を監視しているのですか。 

5. 気候変動はカマルグにどのような影響を与えていますか。 


